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Thisisareportontheknowledgesituationofrice-producingramlerS.Tht･Studyis

acontinuouspilotworkrelatedtomypastresearchinJavawhichhasbeenrcportcd

inSoulilEastAsianStudies,Vol.12,No.4,March,1975.

Pong-dinhProvinceinMekongDelta,AyutthayailltheChaoPhrayaarea,and

ChiangMaiintheRiverpingareawereselectedfわrthesurveyconductedinJulyand

August,1974.Foreachdistrict,30to40farmsinoneortwovillages(TamboninThai-

1and)weresampled.Phong-dinhislocatednearCan-tho(120kmsouthwestofSaigon)

intheMekongI)elta,whel･ericeisproducedbythetyplCaltypeoillanduse･Home

farmerscultivatehigh-yieldingvaritTtiesofricetwiceintheralnySeason.Thevillage

selectcdissituatedontheBasacRivcr･Ayutthayaislocaled90kmnortholBangkok･

ThcvillageforthesurveylSSituatedalongtheriverandthefarmsarescatteredonthe

naturalleveeoronthebanksofcanals･Thisregionisfairlvfertileandtheproductivity

ofriceishigh･Riceisthemaincropandcanbecultivatedonceayear.Cashcrops

suchascorn,sweetcol･n,andbananasareproducedtosom("xtent.ChiangMaiis

750km northorBangkok･CashcropssuchassoYbeans)tobacco,garlic)peanuts,and

Chinesecabbagesarecultivatedafterriceinthewetseason･Diversincationhasbeell

aprlnCIPalconcernforthefarmersinthereg10n･

TheobjectivesofthestudyweretoreviewthemajorProblemsandnecessal･yinrol1-

mationinfarmmanagement･Themaintypesandsourcesofinformationuponwhich

farmcrsdependwereexamined･Farmershadstrongdemandsforseveraltypesof

infbrmationwhichjtlleybelieveIwillsolvetheiI･prOblems･

ThecommonproblemswhichfarmerspolntedoutinthethreeregionsSurveyed

wereirrlgation,drainage,andnaturaldisasters.FarmerswereprlnClpallyinterestedin

controlsofwaterandcropdiseases･Themost-SoughtinformationonfarmlngteCh-

nlqueSCOnCernedmethodsofcultivation,fertilizer-use,chemicaトuse,weedcontrol,
etc.Sourcesorinfわrmation relyed on weretheneighbors(including relatives),

paStexperience,andtheobservedcxpcrienceofothers･Imf()rmationonnaturaldisasters

wasalsooftenavailablefromneighbors.Foreconomicinformation,themostimportant

sourcewasalsoneighbors.Merchants,dealers,salesmellarldbuyerswerethenextmost

*京都大学鹿学部路林経済学教率
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importantsourcesinPhone-dinhandAyutthaya･Forinstitutionalinformation,local

administrativeoI･ganizationsplayedimportantroles･

Intheirattitudestonewvarietiesofrice,thefarmersinAyutthayareactedmost

positively.Farmersintheotherdistrictsshowedfairlyconservativeattitudes.The

resultsof'adoptmnofnewvarietiesdifferedamongtheregionsbecauseofdifferences

inthefarmingconditions,However,thefarmers'Oplnionsindicatedthegreatpossible

contributionof-theimprovedseeds,fertilizers,chemicals,andcultivationmethods

tohigh productlVlty.InAyutthayaandChiangMai,improvementsinwatersupply

I,In°farmingconditions(irrigation_.drainage,landconsoli(1ationandsoforth)seemed

loT･(･Sultinslgnificantlvh穣h(,rproductivityorricr･

は じ め に

農業経営を改善す る重要 な課 題 と して,新 しい農業 の技術 ,経済 ,制度 な どに関す る情報 を

農民が どの ような方法 で導入 L,ど ういった形態 の情報が県民 に とって利用 さか ているか とい

う美態 を知 ることが必要 であ る｡

現在問題 にな ってい る稲 の高収量品種 の導 入 とその技 術 の定着性 につ いて も,ど うい一一,た 手

技 と条件 の もとでそれが効果的 に実現 され るのか , ことに農民 が もつ経営能力 ,知識水準 とい

･,た 巨体的な条件 と生産条件 ,そ して生活基盤 な どとの関連か ら検討す ることが重要であ る｡

本論は さきに配合 した イン ドネシアの調査研究 と同 じ方法 で 南ベ トナムと /}イ伸 こおいて試

行的 に美施した調査結果 の粗告であ だ)｡1)

調査地 は南べ トナ ∴ Can-tho 近 くJ) Phong-dinh 省 Phuoc′rhoi 村 , タイ国では 首都

Bangkok の北にあ る Ayutthaya と北 タイu坤 心 であ る Chiang M之Iiの こうカ所であ り,そ,h

ぞ力 の地域 で 1- 2が frrず/)a)伸 二お いて,1974年 7j=摘 ､ら8月にかけて調査 をお こな-)たo

調査地 と調査対象農家 には,それ ぞれ の地域 で農 業を営 む条件 と経営形態 が典型的 であ る よう

1)本調査を実施するにあた り,南ベ トナムではCan-tho大学農学部農業経済学科主任N糾yenTriKhiem

氏とその専攻学生の協力を得た｡また,タイfLlでは Ayutth乙IyZlの調査において,K乙'SetSこIrl大学経折芋
部SLllhiporn Chirapanda助教授とSompongOrapin講師および尊攻学生の協力を得た｡ChiElngMaiで

は,ChiElngMai大学 PaiboonSuthasupa講師と帝政学生の協力を得た｡また,いずれの調査地でも,

附 DLよび村の行政当局,農業改良普及事務所などから配慮と農家の好意を受けている.

この報告は京九招福アジア研究セソクー-1リ74年度の研究プロジェクトに参加した際におこな-ブた閏辻
調査であ り,研究計柳 に表久貯 一･剛教授,俳究班の高谷好一--,海田能宏,福井捷朗の諸氏と,l車 エソ //

- B;lngkok事務所辻井博氏からも研究上の講便宜が与えられた｡以上の各位ならびに関係機関に対し

て感謝の意を表わしたい｡

なお,本調査は新しいベ トナム国家成立前の調査結果であるたL的,地名,行政区再などの脚如こつい

ては旧称あるいは旧体制下の表現を用いている｡

既におこなった調査研究については,下記の報告を参昭されたい｡

西村博行 ｢イソドネシアの 農家に おける農業技術 ･経書酎I等報の普及｣ 『血 hl7ジア研究』12巻 4号,

1975年 3月 ;西村博行 ｢メコソ ･デルタの農家経済 における稲作経営分析と経営問題 】『東南アジア研

究r口13巻 1号,1975年 6月｡
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西村 :稲作経営における農業の技術･細別て晩蘭の普及

な地区 と 踏家を選 んでいる｡2)調査 では 直接的な聞 き取 り調査をお こなった｡ 隈吊lた小規模

の事例調査であるが,今後の調査 のための試行研究報告 としたい｡｡

調査項 目は(1)漁民が現在当面 している農業経営運営上 の問題 ,(2)農業に関す る技術的,経済

的 ,制度的な情報の源泉 と入手方法 ,(3)新技術 の導入に対す る農民の態度,(4)農 業/l凍 あるい

は収益 の向 ヒに対 しての農民 の態度,(5)現在営んでいる自分の経営 に-)いてU)見通 L,(6膿民

か もつ農外就業の経験 と教育歴 などに 勘 嵩を維いた ｡
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図 1 調査地の位腔を示す概要図 〉(印:調佃也

2)典型的な農家というのは,基幹労働力が主として農業に従事し,土地所有関係,経甘規模,経営形態な

どがその地域で広 くみられるような農家のことを滑すO実際に農家を選択した際には,行政村の戸籍簿

に記された農家のうセ), 〕-:幹労働力が主として漁業に従事している農家, 全く所有地をもたない小作

農,特別な-酎晋がある農家 (寡婦,不丑者などによって営まれたり,短期間の借地蛙など),大規模な

地主経営,商業的な契約鮎蛋漁家,特殊な作物を栽 培したり,家畜 ･家禽の飼養をしている農家などを

あらかじめ除き,一つの主要河川 (または運河)沿いに村の責任者の宅を出発点として,前記の一般的

条件を満たす農家を順次選定したn不在あるいは病気などで調査ができない場合には順送りとした〔

391



舟 軒 ′'ジ -/'研究 14巻3号

† 調 査 地 の 概 要

Phong-dinh省は Saigon の南 120km にあ って メコン ･デルタの中心都市であ るCan-tho

に近接す る｡ 調査地 の PhuocThoiはそ こか ら西北-22knl離れた村であ る｡ 面積は 25km 2,

人 L18,772人,戸数1.421戸 の純農村であ る｡ 立地条件 としては メコン河沿 いの低地に広が る村

千,小河川 と運河に よ り区 切 られ ている｡f軌吊ここれ ら水路沿いにあ り,圃場は住居 の背後に

展開 している｡耕地は河川に近 いため雨季 には湛水状態 にあるところが多いが ,稲の二期作が

可能 な ところもあ る｡調査した農家 の 1戸 当 り平均耕地面精は 1･34ha,大 部分 の農家は 自作農

であ る (以 卜表 1を参,tlLi)｡概 して資本装備は乏 しく, 村では10%以 卜の農家 で 役畜が飼養 さ

れているにす ぎない｡調査農家 では役畜銅養農家 をみ ることはで きなか った｡ しか し一部の農

家 では 7-12情力の耕転機を所有す る措家 があ り,調査農家では 4分の 1の農家 で所有 してい

た ｡

表 1 調 査 地 の 概 要

地 域 い ,fべ - ム タ イ 国

事 rji I p】､(,ng_dinh Ayutthこ.yil ChiとIngM;1i

･.

I..,
.

..

.t
l
I

査 戸 数 :ji-, . t'il 二iO

所 有 地 1.31 2..'i7 0.(;4

借 入 地 ().():う :L54 ().4亡)

計 1∴i4 1-).リ1 1.1:i

借 入 地 を も つ
農 家 の調合 (%)

74 . こiO

家 族 F,li 数 7.8 G.ir) 4.(i

l

注)最終的な集計をおこなった農家について, 1戸当 り平一均の数値O

践培作物 は稲作 を中 心 とし, 高収量品種 が 比較的多 く導 入されている｡ その品種は TN 5

(1 回 移柚)が 多い｡ 在来種 は Soc-so,NとIng-son-rang(散 播 または 1回 移植) と Bakhieu

(2回移柿)が叔培 されてい るOha 当 り平均収環二は TN で 3.7ton,在来種 では 2.7ton(1973

年雨季の もしみ.) く吊 ､であ る｡畑地は調査措家 U)経営地の20%をIl津),多 くは 人豆 とサ トウキ

Ayutthayaは Bangkok c')北 90km a)とニノ′)に位lFFEI'IL･,こい て)｡ 調剤也は Ayutthaya県

(Changwat)Muang郡 (Ampho(､､)I3ZInKoh村 (Tambon)にあ るoAyutthayaか ら東北

へ 3km 離れている｡N0.1 と N0.2の渠落 (Muban)につ き全戸数96戸か ら調 査農家 を選

んだ ｡
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道路は未発達で,水路 と舟が重要な交通 ･運輸手段である｡上地は散在 している上に,相続

によってさらに細分化され利用 される傾向にある. 調査集落は水路に沿った自然堤防上 とか運

河沿いにある｡ 耕地の肥沃性は良いところが割合としてほ多い｡役畜は水牛が人部分の農家で

飼養されている｡80%の農家はポンプを所有 している｡ ここの集落には約10台のティラ-が所

有されている (いずれも｢1本敷 )｡また村では2台の動力防除機が所有されている｡

稲作は主要作物で 5月か ら12月頃にかけて栽培され,在来種が多いが,RD 1,RD3,RD5

(これはあまり普及 していない)なども栽培されるo ha当 り収量釦ま移植の場合 4.1ton,散播

の場合に1.9ton(1973年雨季)ていどである｡ 稲のほか商品作物 として12月～ 3月にかけて ト

ウモロコシが栽培されている｡ 集落によっては稲作の年間 2回栽培ができる面積が10%にすぎ

ないところもある｡調査農家の例では稲作の 1回栽培のところが多いが,稲作 と トウモロコシ

作または トウモロコシ2回栽培をおこなう農家もある｡

この地方ではよくみられることだが,調査地でも小作農が多いことが 目立 っている｡ 小作料

は収穫現物の半分となっている｡ また就学率が高いことも特徴である｡ 村では最近の小学校へ

の就学率は90%に逢 してお り,中学校,高等学校への進学者 も･入ることができる｡

ChiangMaiは Bangkokか ら北-750km離れた都市で,調査地はその郊外にあ E),王iang

Dong-向かって 17km 南のところにある 集落 (Muban)BanDong 67戸 と,12km 北の

Rim Tai村 (Tambon)の集落 (Muban)SaiMoon56戸を対象 とし,それ らか ら調査農家

数の半分ずつが選ばれた (30戸)｡ 水稲栽培が中心であ り,経営地の大部分は水川となってい

る｡ しか し面積規模は小さく0.5-1.Ohaが多い｡水稲の ha当 り収量は2.5tonであるがRD 1

で 4.0-5.Otonを収穫できることもある｡雨季の水稲は 7月か ら10月にかけて栽培 し,その後

1-4月に大豆を栽培する｡ この付近は多角的に商品作物をつ くることがさかんで,水稲を含

め年間にわたって二毛作が広 くおこなわれている｡ 代表的な作付け形態で稲 と組み合わされる

作物は大豆のほか,タバコ,落花生,ニンニク,白菜などである｡三 毛作を実施 している場合

もみかける｡ 農耕は畜力への依存が大きく,役畜は水牛を含めて 1戸当 り平均 1.6頭を保有 し

ている｡ 小作農は Ayutthayaほど多くはない｡小学校の就学率は60%ていどであるo 調査 某

港 (とくに後者)でみ られる特徴は約半数の農家で農外就業 (農産物や日用食料品の販売)が

おこなわれていることがあげ L■)れよう｡

二ll 調 査 結 果 の 概 要=i)

1.農民が営農において当面する問題

:i)以fにおいて,集計結果の大要をとらえやすいようにするため,%であらわし,楯グラフで図示したo

調合は全項目の回答数を100として,各項目が占める比重を%で表現している｡比較する地区の1項目
でも5%以上の比重を占めている場合には図上で項Liとしてとりあげたが,.P,ro･未満の場合には図示す
ることを省略した.｢無し｣と ｢不明｣のlnj答割合については注記してある0
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･1日巨 ン /'111日ヒ 14巷3号

() .r) 1() 15 2O 25%
1.人候 による影響

2.滅湖･排水
:i.卜壌･耕地･探 /1●.

1.官需 則川

tr-).作業内容が厳しい

6.農作物価格がイく安定

7.農馴臓材･肥料などの
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不
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目.小作料が高い

12.そ(/)他
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⊂:::コ C hiangM ai

図 2 門跡こおいて直面している問題

注 :不明 Phong-dinh

Ayutthaya

ChiZIngMai

%

%

%

4

4

4

つ一

2

農民が営蔦において当Lrしけ る問題を調べたところいずれu)調査地についても,営農面で解決

が困難な問題は沸概 ･排水 と異常気象がもた らす問題である (図2)｡ 多くの農家が 濯慨 と排

水u)設備の不備を訴えていた｡ それ らに次いで深刻な問題は,Ayutthayaで農産物価格なら

びに農業資材 ･肥料なとU)価格の不安定性が指摘されていた｡ これに対 してChiangMaiでは

農産物価格U)不安定性 と耕地不足 という問題が重視されていた｡Phong-dinhは戦争の影響が

あって,米は市場で不足加味で価格は比較的有利であ り,農民にとり問題視されてお らず,負

業川桁材 と肥料などがひっは くLて価格が高 くな り,不安定にな りがちなことが明確に示 さ/h

ていだ ,｡ ニlj)ほか Phongdinhでは扉用労働不足 ･労賃｣_刊 と資本不足が,また Ayutthaya

では小作料の高す ぎ7Jことが問題 としてとりあげ Li']していた｡

農民が解決を希望する問題に対 して, 求める情報の 内容をみたUjが 図3に示 されている｡

Phong-dinhでは農薬の種類 と防除方法 (第 1位), 自然的災害,特に洪水 (第 2位)につい

ての惜 裾が求め られ,肥料の種類 と施肥方法,農産物や肥料の取 り引きと価格,労賃などにつ

いても関心が示 されている｡Aytltthay;tでは Phong-dinh と同様,農薬 と防除方法が第 1位

であそ)が,第 2位に耕作 と作物の 肥培管理 , ことに高収量品種の 導入に関する情報が求め ら

ノ汗,第 1-日加こは施肥方法 とか種子の種類 ･育苗などに関する情報が重視 され,農家によっては

蔦産物価格の動向に関心を寄せ るといった傾向がみ られる｡ChiangMaiでは自然的災害 ,こ

とに洪水,病虫害対策,排水と濯概の方法 ,施肥方法などに同 じような比重で大 きな関心がも

たか ていた｡
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J煩 ,jh:桶作経常におけ引地某の技術 ･経済的知誼の 削 之
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図3 丑業苦が得たいと考えている情報の健類

2.農業に関する情鞭の種机 と情 報 源

農民に対 しJT,農業に関す る情緑を檀按的に伝達あるいは提供する主体を広 ぐ情報源 と Lて

考え,情報の種類を技術的情報 ,経済的情報,そ して制度的 な情報に人きく区分 して,農民が

それ らをどこか らどのような形で得ているかを調べた｡

耕作方法,作物の肥培管理,除革, 卜壊管理などに関する技術的な情報は 3地区 とも共通 し

て近隣の農家または友人 ･知人などか らの知識の習得や経験の模倣 ということが多い (図4)｡

次いで AyutthayaとChiangMaiでは両親, 祖父母などを含んだ, 祖先か ら伝承された技

術と農法に従 うという場合が 多い｡ Ayutthayaでは 肥料商などの 指導の影響もみ られ た ｡

また Phong-dinh と Aytltthayaとも農業改良普及所の指導が 目立ち,ChiangMaiでは自
己の観察 ･研究に よって 営農す ィ:'とい う傾向が相対的に 強 く示 されていることが 特徴であっ

た｡
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肥料の種類 と施肥方法については(図5),どの地区でも近隣農家か らの経験 と情報に依存 し

ている｡ 農業用薬剤についても同様な影響がみ られた(図6)｡施肥方法についてはAytltthaya

では肥料商,行政当局や農業改良普及所の影響力があ り,Phong-dinhでも農業改良普及所や

米の仲買人などによるすすめ といった影響 もみ られた｡

農薬についても,Ayutthayaでは商社などのサービス担当者の力がノこきく,友人 ･隣人は

そ帖 二次 ぎ,地方政府,農業改良普及所などと同 じくらいの比 重で影響力がみ られた｡ 同 じよ

ぅに,Phong-dinhでは畏業改良普及所 と農業試験場か らの情 報に依存する傾向もみ らjt/fL｡

chiangMaiは農薬を利用する度合が少なか-)たので,戯 署な傾向はみ とめ られなかったo

農機具については耕友と収穫用の簡単な農具に依存す る営農形態のため,機械力についての

農民の反応は鈍 く, ことに Chiang Maiではその傾向が入 られた (図7)｡ Ayutthaya と

phong-dinhでは友人 ･隣人を情報源 とする傾向が 甘立っている｡ それに次いで,地方政府 と

か自分の観察 ･研究によるとい う回答が続 き,Phong-dinhでは農業改良普及所 とか仲買人か

らの情報 もやや 目立 って指摘 されていた ｡

自然的災書に一八 ､ては (図 8), 人雨,洪水･異常 乾 燥などがあるが,強風による害 も時に

は発生す る｡ こういった自然的な災害については Ayutthayaではラジオ放送-の依存 ,次い

で友人 ･隣人や地方政府など-の依存度合が大 きいo Lか LPhong-dinhでは友人 ･隣人か ら

a)情報が第 1位で,I,億 の観察が第 2位を占め,農業改良普及所 とか,放送か らの情報にも頼

り 5 10 15 20 25 30%
1.家族 (両親など)

2.度八 ･隣人

:i.新聞 .雑誌

4.放 送

tr-).モデ ル圃場 ･農場

6.農 業試験場

7.農 業CIL良 好及所

H.,ト･小芋は

t:).農 業高校

1().商社などのサービス担当者

ll.仲Lili'人･その他中間業者

12.地jj銀行

13.地方政府

14.自分の観察･研究(試行錯誤)

15.その他
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%

%

%

5

5

5

2

4



西村 =稲作経営における農業の技術 ･経済的知識の普及

1.'家族 (両親など)
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4.放 送
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15.その他
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図 5 肥料に関する技術的情報源
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図 6 農薬に関する技術的情報源
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図 7 機械に関する技術的情報源

() 5 1() 15 20 25 30 %

%

%

%

5

0

7

4

4

ハ

リ

J
3

.
=

d-∩

aya

M

相

ut-
h

.叩

ph

Ay

Cl･ー

1.家族 (両親など)

2.友人 ･隣人

3.新聞 ･雑誌

4.放 送

5.モデル圃場 ･農場

6.農業試験場

7.農業改良普及所

8.小 ･中学校

～).農業高校

lO.商社などのサービス担当古

ll.仲買人･その他中間業者

12.地方銀行

13.地方枚府

14.自分の観察･研究(試行錯誤)

15.その他

398
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%

%

%

1

nU

2

4

っ
】
6



西本巨 梢作経営における農業の抜術 ･経済的知識の普放

0 5 10 15 20 25 30%
1.家族 (両親など)
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3.新聞 ･雑誌

4.放 送

5.モデル開場 ･農機

6.農業試験場

7.農業改良普及所

8.小 ･中学校

9.農業高校

lO.商社などのサーゼス拙当者

ll.仲買人･その他中間某省

12.地方銀行

13.地方政府

14.自分の観察･研究(試行錯誤)

15.その他
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図 9 湖蘭に関する技術的情報源

っていた｡ Chiang Maiでは自分の観察とか 試行錯誤を通 じて経験的に災害防止につとめた

り,災害対策をたてていることが第 1位,友人 ･隣人からの情報が第 2位,続いて先祖伝来,

両親か ら教えられてきた経験 とか地方政府の情報などを指摘する回答が続いていた｡

確概と排水方法の技術的情事酎こついては (図9), 3地区とも友人 ･隣人などか ら求めてい

ることが多かった｡Aytltthaya とChiimgMaiでは情報源を地方政府に求める場合も多かっ

た｡Ayutthayaでは土木 ･油滴 用機其 ･施設関係の商社や農業改良普及所の影響もみ られた｡

Phong-(linh で寸汗‡分の経験によって,小規模推服施設,導水路の建設などに関する技術情報

を得ていた｡

3.経済的情報の種類 と源兼

肥料の価格と取 り引きなどに関する情報 (図10)は,指摘の少ないChiangMaiを除 くと,

友人 ･隣人と肥料の小売業者,仲買人などからの情報に依存することが大きい｡ Ayutthaya

では商業者の活動が比較的盛んなため,これ現こ加えて,商社などのサービス担当者か らの情

報も目立っている｡また農業改良普及所からの情報,地方政府からの影響も比較的大きい｡

農薬に関 しても肥料と同様な傾向があるが,相対的に農業改良普及所の果たす役割が大きか

った (図11).

機械については ChiangMaiはほとんど反応はなく,他の2地区で友人 ･隣人か らの情報,

仲買人などの情報への依存がみられた (図12)0
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図11 農薬に関する経済的情報源

雇用労賃については (図13),圧倒的に近傍の農家,友人,知人などからの情報に頼る場合

が多い｡借 り入れの金利については (図14),一般銀行あるいは 金融業者か らと友人 ･隣人か

らの情報を得ている｡

農産物の価格と取 り引きについては (図15).どの地域でも共通 して多いのは.仲買人,その

他買い付け業者か らの情報であった｡次いで多いのは友人 ･隣人など近隣か らの情報である｡

400



西村 :稲作経営における農業の技術 ･経済的知識の普及
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図12 機械に関する経済的情報湘

0 5 10 15 20 25 30%

図13 雇用賃金に関する経済的情報源

4.制度的情報についての種類 と源泉

租税公課に関する情報は (図16), どの地区でも村あるいは 郡などの行政機関か ら得 られる

情報にもっぱ ら頼 っていた｡協同組合, あるいは相互扶助などに関す る情報は (図17), 地方

行政機関か らの啓発が多いため,地方政府か らの情報に頼 ると答え られることが多かったが,
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図14 借 り入れの金利に関する惜掩湘
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図15 農産物に関する経済的情報湘

近隣の人々か らの情報にも同じくらい依存 していた ｡ しか し開発の遅れた ChiangMaiでは

伝統的な相互扶助,手間替えなどについては先祖か ら慣行的に引き続いておこなっているとい

う答えがややあったくらいで,近代的な協同活動は積極的におこなわれていないこともあ り,
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図16 租税 ･公課に関する情報源
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図17 協同に関する情報源
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措民 の反応は鈍か った｡

農地制度 ,補助 ･融資制度 ,その他政府 の農業行政 に関す る施策 ,作付奨励 または制限 ,小

作調停な どに関しては (図18), もっぱ ら地方政府か らの情報 と友 人 ･隣人 の もた らす情報の

403



東南アジア研究 14巻3号

()こ)lU 15) 20 25 :う0 %
1.家族 (両親をど)

2.友人 ･隣人

3.新聞 ･雑誌

4.放 送

5.農業改良普及所

6.小 ･小学柁

7.農業高校

8.商社などのサービス担当者

9.仲買人･その他中間業者

10.地方銀 行

ll.地JJ一政府

12.自分の観察･研究(試行錯誤)

13.その他

ー■■P hong-dinhmA yutthayaEコ C h;･angMa主

-
･.
･
ヽ

注 :不明 Phong-dinl1 330/a

Ayutthaya 230/a

('/hiEl叩 Mili600/a

図18 農業政策に関する情報

役害はミ大 きい ｡

5.新品種の導入についての農民の反応

水稲の新品種は南ベ トナムでは IRRI系の高収量新品種である TN とタイでの RDが従来

まで普及された｡調査地の農家においても導入されてきてお り,こういった改良種,新品種を

例にとE),農民の反応を調べてみた｡

まず,現在の米の生産性が過去 5-8年前に比較 して高 くなったか という問いに対 して (図

19),Phong-dinhでは高 くなったという事実が多 く示 されていた｡ これに対 し Aytltthaya

では生産力が低 くなったという割合が多い反面,それ より少ない割合だが生産力が高くなった

という農家 もあって両極端にわかれている｡ これは同じ村の中でも圃場位置,涯潜水の供給 と

排水条件の良否,それにともなって病虫害の被害の蒙 り万が異なっているか らであるoChiang

0 10 20 3O ,10 50 6O 70 %
1.高くなった

2.同 じである

3.低 くなった
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州 い 稲作経榊 こおけ る放業O.)技術 ･経済的知識の普及

Maiでは評価は 3様に分裂 しているが,相対的に生産性が変わ らないとする意見が多い｡

ここで生産性が高まった と答えた農家について その理由を 問 うた結果が 図20で示 されてい

るo Phong-dinhでは肥料,高収量品種 , 偽薬 , 肥培管理方法の改善による効果だ とす る答

えが多 い｡Ayutthayaと ChiangMaiでは土地改良,農薬 (ただ し ChiangMaiでは農薬

利用が少なか ったか らこの点に-)いての指摘はない), 肥料 , 品 種改良の効果が大 きか ったと

指摘 されていた｡なお ここで,経営管理 と運営能力に よる生産性 の高ま りがあった という指摘

が少ないなが ら約10%ずつ Phong･dinh と Chiang Maiで 答え られていたことが 注 目され

ー′
一てJL1

新品種の導入に対 して農家の反応を調べた結果では (図21),Phong-dinh と ChiangMa主

では他 人の栽培経験を検討 してか ら導入するとい う慎重な 態度が多 くみ られ , これに対 して
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図21 新 品禰導入に対する頗家の反応
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Ayutthayaでは他人に先ん じて試 みるとい う積極的な考え方が示 されていたことが 特徴であ

っ た ｡

教育歴につ いては 南ベ トナムが 戦時体制下 (調査当時)にあって 比較が 困難であったが,

Ayutthayilては 主幹J制動者の学歴が他に比べて相対的に高 く, 新品種 ,酢耗培技術,滞満排

水施設 とか 上地改良事業-の闇心, 農機具利用-a)積極性がやや大きいような 傾向は,7～L:)れ

た O

ま と め

本調査は前に裡質 したイ ン ドネシアのジャワ島におけ る調査研究 と比較できるような形でお

こアトった.試行的調査の結果である｡ メコソ ･デル Jjとチ ャオブラヤ河な らびに ピン河流域の農

尺が､1佃 げ ろ問題を事例的に明 らかに し,捜術的, 経済的, ならびに制度的な 情紬 こ類別し

て,農民-の情報供給源 と供給の形態,情報を伝達す る主体の役割が情報の種葦紬こよって異な

-,ている美態を明 らかに した｡

3地 域に梅 迫す るデルタとしての条件か らふて農堤が当面する重要な問題は涯削 ･排水,異

常気象が もたらす農業-の形轡などで,特に差 し当た-)て解決を求&,I)ている瑚 王水の制御 と農

作物の病虫害防除対策などであ-)たく〕

常跡 こ関す る情祖では,耕作 力法,作物の肥培管理 ,除 隼, 卜壊管理,施肥,頗薬利用など

についてU)技術的情報は 近隣の農家 (友人, 知 人を含む,)か らの知識の習得と経験的に 模倣

Lて習得することが多く友引 tた｡ 次に多く示さ:hた 傾向では 地 域的な 差としてあ らわれ,

Phong-dinhでは農業改良普及所 と農業試験場が主 とな り,時に仲買人が惜柚 原としてU)役割

を果たすのに対 し,Ayutthayaでは肥料商あるいは農業資材を供給す る商社u)サービスLTi,

地方行政機関の指導が重要であ り,ChiangMaiでは農民 自らの観察,経験 , 試行 ,農業改良

普及所に依存するといった結果がみ られた｡ 自然的な災割 こ関す る情報,催潮 ･排水に関す る

技術的な情報では, 近隣の農家か ら得 吊 lる度合が大きい｡ しか し Phong-dinh と Chiang

Maiでは自然的災害について経験的に習得すること,Ayutthayaではラジオや地方政府が情
報の伝達に比較的大きな役冊を果た している現象がん吊 亘二O

経済的な情報では肥料に -)いて近隣の路家 (:う地区兵通 ), 肥料商, 仲買人を情報源 とする

場合 (Phong-dinh と Ayutthaya､)が人きかったo 農薬に一八､ては肥料の場合 と同 じ傾向に

加え,農業改良普及所の比 重が増 していた (Phong-dinh と Aytltthaya)｡

制度的 な情 縄ではいずれの地域でも地方行政機関が最 も重要度が大きく,次いで近隣の農家

という順序になっていた｡

新品種の導入に対 してみ られた農民の反応では, Ayutthayaでは新品種の採用に対 して積

極的で,他の地域では慎重な対応がみ られた｡その導入に よってもた r)された生産性について
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は,Phong-dinhでは ｢生劇 生が高まったJ,Ayutthayaでは ｢生産性が高まった｣農家 とむ

しろ ｢生産性は低いJと答えられた農家の分極がみ られ (後者の現象は水利 と耕地条件の部分

的な未整備 と,病虫害による減収がもた 仁)されたか ら),ChiangMaiでは rあまり変わ らな

かった 仁という回答が多く, Lかも評価についてllfi:家問で異な-)た結 果が ん吊 Lた｡新晶種U)

採用によって生産性が高まったとする農家についてその理由を問 うた結果では,Phong-dinh

では穫苗,肥料,農薬,肥培管理方法の改良が貢献 したといわれていたのに対 し,残る2地域

ではこれ iL,の理由のほか, 日也改良とか涯慨方法の改善による効果が多く指摘 されていたこと

が特徴であ1た｡

以上の調査は極めて眠 られた農家についての意向調査結果にす ぎないが,今後この種の調査

の拡充 ･改善をおこな うと共に,農業の基礎的条件,営農の技術的 ･経済的実態の解明,農業

者の意思決定機構の把捉などを目的 とする調査などと補完的に結び-)け 吊 tるなL.)は,農業経

営の現状を効果的に改善できる方途 と手順を見出す ことができるであろうと考えられる｡
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